
 皆様、年末年始はお元気にお過ごしになられ

たでしょうか。本年もどうぞよろしくお願い致

します。 

さて、年末の漢字一文字は「米」か「熊」の

どちらかと思われましたが、被害が続出した

「熊」になりました。この寒さと雪ですから熊

が冬眠をしてくれるといいのですが、冬眠を知

らない次世代の熊はどうしているのでしょう。 

また、このお知らせが届くころは、衆議院選

挙の真っ只中ですね。戦後の大きな分かれ目の

選挙になりそうです。主権者として本質をしっ

かり見極め、投票に行きましょう。 

 

＜2月定例会のお知らせ＞ 

日時：２月２日（月）13：30～16：00 

会場：我孫子南近隣センター（8F）調理室 

＜3月定例会のお知らせ＞ 

日時：３月２日（月）13：30～16：00 

会場：我孫子南近隣センター（8F）調理室 

 

リサイクルセンター建設について 

１月5日の新年会は２０名、定例会は２３名

が参加し、お寿司弁当と持ち寄りのお惣菜で美

味しく会食をしました。定例会では、消費生活

展の役割の打ち合わせ、それぞれの会からの活

動報告、情報提供が行われました。 

特に廃棄物基本問題調査会委員の鈴木泰子さ

んから「リサイクルセンター」について詳細な

報告がありました。 

現在の「粗大ごみ処理施設」「プラスチック中

間処理施設」は設備・建物が老朽化し、修繕費

だけで４千万円以上かかっている。 

建設費は年を追うごとに値上がり、これ以上先

延ばしにできないので新たなリサイクルセンター

建設を進めることにしたとのことです。 

＝今後のスケジュール＝ 

・旧焼却施設の解体：R7年度冬～R9年1月 

・センター建設：R9年度2月～11年度3月 

・稼 働：R12年度 4月～ 

 

＝小型二次電池（主にリチウムイオン電池）の 

分別回収と資源化を R8年 4月から開始＝ 

リチウム蓄電池による火災事故が各地で頻繁に

発生している。我孫子市では火災通報を要するよ

うな発火事故は起きていないが、ごく小さな発火

は起きている。不燃ごみやプラスチックごみにリ

チウム蓄電池が混入し、破砕機などで圧力が加え

られて起きる。このような事故を防ぐために分別

する必要がある。 

＊取り扱いは市のホームページに出ていると話さ

れたが、ホームページを見ない人のために写真や

イラスト付きのパンフレットを作って各戸に配布

して欲しいと鈴木さんが要望しました。 以上  

             

＜参考＞ 市のホームページ 

 リチウム電池・・・市不可     

 リチウム電池（コイン型）・・・資源（緑） 

 リチウムポリマーバッテリー・・・市不可 

 

小型二次電池（充電式電池）・・・販売店等に 

ある専用の回収箱に入れてください。 

＊ホームページを調べてもかなり複雑で分かりに

くいです。鈴木さんが提案したように分かりやす

いパンフレットを作成して欲しいですね。（K） 
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映画「104歳、哲代さんのひとり暮らし」 

2月 20日（金）14：00～16：00 

ふれあいホール（けやきプラザ２F） 

高齢社会への対応を探る会が、今年も映画を上

映します。無料ですが、入場券を持っている300

名限定です。事前に入場券を配布しますので、

チラシをご覧になり、事前入場券を手に入れて

ください。（チラシ参照） 

 

第 50回 我孫子市 消費生活展 

持続可能な社会を目指して 

～子どもたちに明るい未来を～ 

2月 7日（土）8日（日）10：30～16：30 

あびこ市民プラザ（我孫子ショッピングプラザ３F） 

今年で我孫子市消費生活展は 50 回を迎える

ことになりました。 

7 団体＋我孫子市子育て支援センターがパネ

ル展示を行ないます。食料、エネルギー、環境

問題など課題は沢山ありますが、子どもたちが

心配なく育つために我孫子で取り組んでいるこ

とをパネルにしましたのでご覧ください。 

多くの皆様のご来場をお待ちしています。 

            （チラシ参照） 

 

 

 

 

令和7年度「めざせ！食品ロス・ゼロ」 

川柳コンテスト受賞作品 発表 

 

◎内閣府特命担当大臣賞 

ミャクミャクと続く日本の“もったいない” 

 

◎消費者長官賞 

捨てちゃうの？ 「いただきます」って 

言ったのに 

 

買いすぎて 野菜しょんぼり 冷蔵庫 

 

 

人工芝問題 

～マイクロプラスチックの発生源～ 

皆様ご存じのように 2050年には海洋中のプラ

スチックのゴミの重量が魚の重量を超えると予想

されています。 

 この海洋汚染の大きな要因として、さらに大気

をも汚染するマイクロプラスチックの発生源とし

て、今注目されているのが人口芝です。 

とりわけ微小なマイクロプラスチックは身体の中

に入り込み、健康への脅威となっています。 

 しかも、人口芝の問題はそれだけではありませ

ん。日本では、世論も政府もさほど問題視してい

ませんが、人工芝は有害物質を含み、さらに地球

が直面する環境危機に直結すると考えられていま

す。（「人口芝問題入門」栗岡理子著から） 

 

▼なぜ発生が多いのか 

・人工芝のパイルは細い繊維で構成され、摩耗し

やすい構造。とりわけ砂を充填するタイプの人口

芝は砂とこすれることで摩耗しやすい。 

・もともと紫外線や風の影響を受けやすく劣化し

やすい環境に置かれている。劣化したプラスチッ

クは雨水や風と一緒に環境中へ拡散されます。 

・人口芝は、野球のグランウンドやサッカー場な

ど、スポーツ施設で多く利用されます。自然に劣

化してもろくなり、破断しやすくなっているとこ

ろをさらに激しくアスリートに踏みつけられます。 

▼人口芝のパイルには有害フェノール類。 

一部のフェノール類は「内分泌かく乱化学物質」

として知られ、体内のホルモンバランスを乱す可

能性があります。生殖機能に悪影響を与えると言

われています。PFASも検出されています。 

 

日本が本気でプラスチック汚染の根絶を目指す

ならば、規制が進みつつある欧米に遅れることな

く、真っ先に主要な発生源の一つと目される人工

芝の使用を止めるべきでしょう。人工芝を使い続

ける限りプラスチック汚染の進行を防ぐことはで

きません。 

 


